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　では、講義において、この問題について、ご見解を述べてみたいと存じます。目的としては、一
つには、情報機器が扱えるということ、もう一つは情報倫理という二つのことを考えなければいけ
ないのですが、私の場合には、前・後期を通して評価するという方法をとっております。前期は、
どちらかというとコンピュータの全体像を説明して、ある程度コンピュータの扱い方に主力を置い
ていく。後期になりましてから、いわゆる「情報倫理」を中心に、でないと、最初から「情報倫理」
的な話をしましてもなかなかピントこないだろうと思います。
＊コンピュータ社会と人間〔Fig－6〕
　これは、所期の目的達成の為思うところがあって、私の独断で執筆編集、加筆した「情報科学入
門」から引用です。具体的には、このような全体図（1～Vまであり）を頭の中に描かせて、コン
ピュータ操作をやる。その上で実際の現場を体験させる。（富士通さんの御好意で、川崎工場、沼津
工場等見学を実施）後期になりましてからはレポート課題等。いろいろなことを通じ、情報という
ものの取り扱いを認識してもらうということであります。
＊レポート
　ことしはまだまとめていないんですが、幾っかレポートの中でこういうふうに言ってきておりま
す。
　「後期になってから情報についての講義を受けたおかげて、自分の中でちらかった知識がきれい
にまとまった」、これは、前期の短い中で、コンピュータの扱い方を教えなければいけないものです
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V　コンピータ社会と人閤
コンピュータについての知識
が不可欠です。
だれでも使える機械の開発が
必要です。トロン？
マンマシン。イン
ターフェースとは？
・人間と機械の橋
渡し役です。
・人間と対話する
　コンピュータに
なります。
・知識なしで使え
ます。
・携帯型自動翻訳
機などがその具
体例です。
安全対策とは？
故障や犯罪への対
策です。
。予備機が
控えてい
ます。
・データも
予備があ
ります。
・停電対策
も講じて
あります
・関係者へ
の教育を
行います』
・運営面で
も手を打
ちます。
・より安全
なハード
ウエアの
開発が必
要です。
これからの社会は？
・情報化がさらに進展していきます。→インターネット
・経済のソフト化が顕著になります。
・コンピュータの役割はさらに上昇します。
　本書の“はじめic”第V、　X章で触れているように種々の問題
も多く発生しており、今後ますます予測し得ないような状況や事
態も考えられる。
　そこで、いかにすれば「人間とコンピュータが共存していける
のか？」否、人間だけでなく、自然界をも含めたバランスをよく
よく考慮していかなければ、とんでもない世の中になっていくだ
ろう／
。“﨣?ｻ時代に処するためには、我々はさらに深く物事を考え、かつ理解する人間にならなけ
ればならない。
・随処作主　立処皆真
〔Fig－6　コンピュータ社会と人間〕
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から、可能な限り、のみ込みの遅い学生（世間一般でいう偏差値的できの良し悪しとは違う）を、
目安にしているもの」、多少無理かなと思いつつ進めていますので、多分後期になって、やっと頭の
中が整理できたのではないかなという感じでおります。
＊1．情報の基礎　　「適者生存の大原則」
　情報ということにおきましては、「適者生存の大原則」であります。これは善悪別にしまして、ま
さに情報社会というのはそうであろうということであります。
　「情報判断では、自分自身がきちっとした判断力を持っていかなければいけないということがよ
くわかってきた」、「情報のすばらしさ、怖さというものがよくわかった」
　これ等につきましても、ビデオの利用や、実例を挙げるよう努めております。
＊レポート
　次の、「後期の初めのころに2本のビデオの話を聞いて……」は、『情報文化入門』（片方善治先生
の御著書）を後期から併せて使っているんですが、「いいことが書いてあるが、なかなか理解できな
い」というものですから（零戦のビデオ）を見せました。これは戦争を見せるという意味ではなく
て、「零戦」あるいは「隼」の開発経緯が、日本の犯してきた、今から見ればミス、情報の扱い方と
いったことを知る。それによって得た知識と、一体化となってわかりやすくなるのではないでしょ
うか。
　最後にこのような講義方法で学生にどこまでわかってくれるのかなと、一番それが気になるとこ
ろであります。これは昨年情報科学センターの年報に載せさせていただいたものです。
※レポート中、“情報”という言葉、下の方6番目にあるのですが、「単に機械と人間と思っていた
　んだけれども、そうではなかった。人間対人間だったんだな」ということに気がついてくれたと
　いうことと、4番目にある「前期は本当に苦戦した」、学生は大変だったと思います。でも1年後
　に、「今は自分にとって使いやすいパソコンはどれかを探している」に至っては、私の方がとても
　嬉しく担当しているのは文科系の学生であり、7～8割まではキーボードはさわったことがない。
　怖いものだという学生が多い中で、ここまでなってくれたら、まずまず私の役目であるの基礎的
　なことを教えるということでは多少とも役立ったのかという感じをしております。
　　「幾ら情報があっても自分が主体である」ということですね。だから、自分はもっとしっかり
　しないといけないということに気がついてくれたということで、よしよしと一人悦に入っている
　次第であります。
持ち時間終了ということで、非常にはしょりまして、又、話が前後してしまい随分とお聞き苦し
く、先生方に真意を十分お伝えできたかどうか、はなはだ心配なんですが、とりあえず発表は終え
させていただきたいと思います。
　どうもありがとうございました。
〈司会〉ありがとうございます。
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　それではこ質疑、ご討論をお願いいたします。たびだび申しわけございません、所属とお名前を。
〈広沢：富士通〉すみません、またもや富士通の広沢と申します。
　ちょっとアメリカの価値観と、日本の価値観と違うかなと思いましたのが、日本の場合は善悪で
すぐ考えようとして、アメリカの場合には強弱で考えようとする。情報に関して端的にあらわれて
いるなと私が感じたのはパワーシフトですね。私自身としては、力関係のシフトというふうに勝手
に訳しているんです。つまり、情報を握った人間が力を持つんだという言い方ですね。そういう中
で「犯罪」と、先ほどもあったんですけれども、つまり、力を持つために情報を握ったんだという
か、いいか悪いかというと、すぐ倫理観にいって、そこは難しいんですけれども、倫理観というの
を、「正義」というふうに考えると、アメリカ的に言うというか、欧米的に言うと、力の強い者が正
義だという考え方が結構ありまして、そういう意味で倫理観というのは、日本に根づく倫理観とい
うのと、アメリカにというか、欧米的な倫理観というのとかなり違うのではないか。その辺で犯罪
との関係というか、学生にどう教えるかというのも今回のテーマだとは思いますけれども、その辺
のところをちょっとお聞かせ願いたいと思います。
〈三好〉これはおっしゃるように非常に難しいことなんですね。ただ、文化、考え方、宗教も違う
といえども、人間なんですね。今の御質問に、ちょうどうってつけの話を致しましょう。スタンフォー
ド大のドン・B・パーカー先生、アメリカ司法省のオーガスト・ベックウェイ先生、ロイヤーのゲー
リー・M・ホフマン先生がお見えになったときに、直接そのことをお伺いすることができ「お互い
人間で、とことん突き詰めていけば同じことだろう」。ただ、取引をする、交渉をするという形にお
いて、日本の同族社会の中で、“言わずもがな”、あるいは“阿ロ牛の呼吸”の中でいけることと、特
にアメリカに代表されるように、いわゆる契約社会ですね、すべて契約で行う。また、そうせざる
を得ない国の成り立ちということもあるわけです。
※2拙論「日米情報文化の比較・分析」1994・10・16、情報文化学会を参照
　だから、その辺のところはあるにしろ、根底には人間がどのように社会で対応していくかという
ルールづくり、このことを考えなければいけない。特に高度に情報化した場合には、一定のルール
づくりが重要だろうということですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔OHP使用〕
＊新聞切り抜き
　これは、必要に応じて教材に使うもので、「美しい心」、「新しいルールと枠が必要」という内容で
す。この二つについては逆に欧米の人たちは、大いに感銘して、おられた感触を得ていますので、
あながち日本的なものだけではないだろうと思います。
　簡単に申しますと、福島慶道さんは東福寺の管長さんです。いろいろ経緯はあるんですが、ある
時「掃除をせい」と言ったら、（雲水が）「きれいなところを何で掃除しなければいけないのか」と
いう愚問を発した。そうではないんだということですね。それからもう一つは、「陰徳」を積む。つ
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まり、人の見えないところでこそ徳を積んでいくことが、回り回って順番に1人1人にかえり世の
中がよくなるという話。
　今日の情報社会という新しい社会が出現してきたわけですから、法律という問題を抜きにしまし
て、「新しいルールと枠が必要」（遠藤讃圓氏・唐招提寺長老）、つまり、情報というものを取り扱う
のは、日本人だけではなくて、世界の人たちが使っているわけですから、その中でのルールづくり
をどうしていくかということが大事な第一歩だと思います。この新しい社会の出現により発生する
犯罪に関して先ぼど申し上げました、ドン・B・パーカー先生、オーガスト・ベックウェイ両先生は
情報犯罪の権威であり、また、ゲーリー・M・ホフマン先生は、知的財産権に於ける日米訴訟を数
多く手がけておられますが、異国同音に、「なぜ日本は、アメリカの情報社会でいろんな犯罪で混乱
しているのを見て、その対策、あるいは教育をされないんですか」ということを再三おっしゃてお
られる。アメリカは、こういう状態になって今さら手の打ちようがないようになってしまった。「日
本には昔から儒教だとか、いろいろなものを持っておられますね。道徳教育とかがあると聞いてい
ます。情報倫理を何とか早く教育に取り入れてくださいよ」というご助言をいただいたのを、よく
覚えております。
　上からただ「ああしてはいけない、こうしてはいけない」ということよりも、各個人個人がその
置かれた環境、あるいは社会の中で生きていく上での確立した一つのルールですね、そういったも
のの基本的な部分を自分たちで認識していく。そこからお互いのルールづくりというものが生まれ
てくるのではないかと思います。
　では、どうしたらいいか私の場合には、過去の諸々の歴史の話、情報戦についていえば日本でも
織田信長以降多くの事例があり、今は非常に便利な機械があるために、もうたくさんあるように見
えるんですが、個人個人にとっては、果たしてそんなに情報が多いかというと、ほとんど自分にとっ
てどうでもよいようなものでありまた、プラスになるものが情報という考え方でいけば、かなり限
定されるだろうと学生にもよく問いかけをします。
　又、講義の中ですと、一人一人に直接に話しかける機会が得がたいので、工場見学に行ったとき
など、あるいは何かのときに学生に触れながら、いろいろな具体例を挙げながら、「あ一だ、こうだ」
と討論していく過程で1年位たつと、大げさに倫理といわないまでも、ネットワークを使うに当たっ
ての自分たちが守らなければいけないものは何であるかのうイメージだけはつくり上げる、あるい
はわかりかけてくれているのではないかなと、そのように肌で感じております。
〈司会〉ありがとうございました。
それでは時間もございますので、この辺で三好先生の講演の方は終わりといたします。どうもあ
りがとうございました。（拍手）
それでは、次の講演でございます。専修大学法学部教授の梅本吉彦先生にお願いいたします。「情
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報教育における情報倫理の果たす役割」という題でございまして、梅本先生は、私立大学情報教育
協会というところの委員会の方で、実は情報倫理というもののご提案、推進、教科書の作成といっ
たことまでおやりになっておりますので、その辺の事情を中心にお話をお伺いしたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。
